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12 月 10 日に、4 年生が、学習発表会で発表した「南砂ハッピーライフプロ

ジェクト」を「区の人にも伝えたい！」ということで、江東区教育委員会教育長

本多健一朗様をお招きして、こどもたちの考えを直接聞いていただきました。 

今回は、学習発表会の続きで、自分たちが住む南砂の町をより良く、安全に

するための取り組みについて、各クラスのテーマについて発表しました。 

1 組は、南砂三丁目公園や仙台堀川公園（通称：ジャリ公）、境川公園（通称：

スシロー公園）、東陽公園、森の公園など、地域の身近な公園について詳しく

調べ、自然との触れ合いの場である「ポケットエコスペース」の役割などについ

て考えたことを発表しました。 

2 組は、いつ起こるかわからない災害に備え、「地震対策」「風水害対策」「火

災対策」の 3つの視点から調べ、災害対策について考えたことを発表しました。 

3 組は、「地域の誰もが安心して暮らせる街にするためにこんな工夫があると

いいのではないか。」について考えたことを発表しました。 

発表後、本多教育長から「四砂小４年生南砂ハッピーライフプロジェクト」          

「ここがすばらしい！」と、特に 3つのことを伝えていただきました。 

1. 「自分たちの町をもっとよくしたい！」という思いから、身近なことから問

題を見付けて、自分たちで何ができるのか考えたこと。 

２．みんなで協力していろんなことを考えて、話し合いをしたり、分担して調べ

たりしたこと。クロームブックやＡＩを活用したこともよかった。    

３．自ら問いを立てて解決する「探究的な学習」ができていること。 

後半には江東区の計画についてのお話もありました。「みんなの調べたことと

同じように、江東区も考えているんです」という本多教育長の言葉に、こどもた

ちは「自分たちの考えとつながっているんだ！」と目を輝かせ、熱心にメモを取

っていました。また、読み聞かせを通じて贈られた「一人一人の力は小さくて

も、力を合わせれば世界だって変えられる」という力強いメッセージは、こども

たちがプロジェクトを形にしたいと思う原動力となったはずです。 

本多教育長との交流タイムでは、本多教育長への個人的な質問で多く手が

あがり、盛り上がった一場面がありました。 

今回の発表を通して、自分たちの町や生活の中から自ら課題を見つけ、考

え、行動していく――。この「主体的な姿勢」をこれからも大切に育めるよう、こ

どもたちの挑戦を支えてまいります。ご家庭におかれましても、お子さんと一緒

に「南砂ハッピーライフプロジェクト」について話し合う機会を持っていただけ

れば幸いです。 

引き続き、本校の教育活動にご理解とご協力をよろしくお願い申し上げま

す。 
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